
キリスト教シ
オニズムと私
たち
②今日的影響

アメリカの「福音派」とイ
スラエルのロビー活動



イラン侵攻は
「神の計画」、
ハルマゲドンへ
の道
トランプ側近の「福音派」
「シオニスト」の「祈り」
と「礼拝」



アメリカのキリスト教シオニストは何を祈って
いるか？

イラン侵攻は「神の計画」

トランプは神に選ばれた器

パレスチナは排他的にユダヤ人のもの

対イラン戦争は世界最終戦争（ハルマゲドン）勃発とイエ
ス再臨へとつながる

現代の十字軍

（ネタニヤフ）「イエス・キリストはチンギス・ハーンに
劣る」



トランプ大統領をキリストと同一視？



世界のキリスト教指導者から批判
ローマ教皇

「神は、戦争を起こす者の祈りには
耳を貸しません。」

サラ・ムラリー・カンタベリー大主
教

「平和を呼びかけるレオ14世の側に
立ちます。」

アメリカ聖公会ワシントン教区マリ
アン・バディ主教

「慈悲の心を持ちなさい。」

聖地の正教会の大主教、テオドロス・
アッタラー・ハンナ主教
聖書とキリスト教の教えでは、どんな戦
争も正当化できない。トランプと彼のカ
ルトは、私たちの救い主とは、別のキリ
ストを求めている。



キリスト教シオニズム・
ナショナリズムの特徴
（確認）

極端な字義的聖書解釈・未来論的解釈
一部の語句の拡大解釈
パウロのユダヤ人論の束縛、「地上の民」であるユダヤ人との神の不
変の契約
預言の実現（終末を呼び寄せる）旧約聖書による新約の福音の再解釈
ユダヤ教の祭儀の復活、エルサレム神殿の再建
いわゆる聖書的根拠
　マタイ福音書23:39（オリーブ山の説教）／ローマの信徒への手紙11
章
　テサロニケⅠ 4:13-18（携挙に関して）／　ヨハネ黙示録（ハルマ
ゲドン）
　終末論の強調。エゼキエル書38章（エゼキエル戦争＝最終戦争）
正しいクリスチャンは「携挙（rapture)」されるので、「艱難」を免
れる。
政権との極端な癒着



アメリカに渡ったキリスト教シオニズ
ムの展開
ディスペンセーション主義を考案したダービーの活動

１８２５年にアイルランド教会で叙任。聖公会と非国教教会の双方を
背教として批判し、離脱することになった。当時の教会情勢について
の彼の分析は、ますます悲観的、かつ排他的、セクト的になっていっ
た。アーヴィングに従って、ダービーは当時支配的であった千年王国
後再臨説の楽観主義に反対した。

　ダービーは、ディスペンセーション主義を代表する説教者で、熱心
な宣教者であった。ドイツやスイス、フランスそしてアメリカにプリ
マス・ブレザレンの教会を設立し、聖書全体を翻訳した。ダービーと
彼の同僚達が、千年王国前再臨説によって建てた諸教会は、今度はア
フリカや西インド諸島やオーストラリア、ニュージーランドに宣教師
を送り、パレスチナのアラブ人の間での活動にも従事した。１８８５
年にダービーが死んだときには、世界中で約１５００のプリマス・ブ
ラザレンの教会が設立されていた。



アメリカにおけるダービーの活動
１８６２年以降イギリスのブラザレンに対するダービーの支配的
な影響力は、１８４８年にブレザレンがオープン派と排他派に分
裂したことによって陰りを見せた。その結果ダービーは北米で過
ごす時間がますます多くなり、その後２０年間に７次にわたる宣
教旅行を行ない、自分の時間の４０パーセントを合衆国で費やし
た。これらの訪問で、ダービーはジェームズ・H・ブルックス、
D・L・ムーディ、ウィリアム・E・ブラックストーン、およびC・
I・スコフィールドといった福音派の指導者に対する影響力を次
第に発揮するようになった。ダービーの影響を受けて、福音派の
聖書学派が形成され、さらに預言会議が行われるようになった。
これらは１８７５年から１９２０年にかけて合衆国の福音派と
ファンダメンタリスト（原理主義者）の双方に支配的な影響を与
えた。



ディスペンセーションとは

天地創造から終末に至る救済史を、神と人間の関係に従って時代
に区分する。

字義的・終末論的聖書解釈から、ディスペンセーション（契約期）
をいくつかに区分する。区分の仕方は人によって異なるが、スコ
フィールドは次のように区分する。

無垢の時代→良心の時代→人間の統治の時代→約束の時代→律法
の時代→恵みの時代→王国の時代（旧約の時代が中心）

「神の二つの民」「神の二つの計画」



スコフィールドの聖書注解

創世記12:3…約束の時代（契約期）アブ
ラハムの子孫は神から与えられた土地を
引き継ぐ

マタイ23:39…until（～してはじめて）。

エゼキエル書38…北方（ヨーロッパ）の
大国はロシアである。ゴグはメシェクと
トバルの総首長。これはモスクワのこと
である。

ローマの信徒への手紙11…キリスト者が
神の約束を受け継いだとは書かれていな
い。それは霊的祝福である。地上の民で
あるイスラエルは今も最大の祝福を受け
ている。



ディスペンセーション主義の
旧約を軸としての新約の再解釈（安黒勉氏）

＊外形的な民族としてのイスラエル性という旧約の「影」
を軸とする（民族主義的解釈）

　←→新約で「神の民」というのは、イスラエルの歴史と
新約を貫く神の救済の歴史から「民族主義」を払拭し、
「普遍主義」的に捉える

＊教会は受肉から再臨までのいわば「挿入」であるとする
解釈は誤っている。



第二次世界大戦後のアメリカを取り巻く
環境

➀ソ連との対立。冷戦構
造。

NATO vs. ソ連圏

②中華人民共和国の成立。
国民党、台湾へ。

③朝鮮戦争

④ベトナム戦争



「福音派」の由来

＊1942…全米福音派協会（原理主義が母体）

福音主義＝プロテスタント

原理主義（ファンダメンタリスト）福音派（宗教右派・ナショナリスト
シオニスト）

すべての「福音派」がシオニストというわけではない。Ex.ジョン・ストット



第二次世界大戦後のアメリカ➀

＊ビリー・グラハム…南部バプテスト連盟出身。反共主義
を終末論に転化。ニクソンを支援。人種差別・隔離政策に
は反対だが、キング牧師の公民権運動を批判。

クリスチャン・クルセードを世界中で展開。

＊リチャード・ニクソン大統領（共和党）ウォーターゲー
ト事件で批判を受ける。



第二次大戦後のアメリカ②

＊ジミー・カーター（民主党）

「ボーンアゲイン」を言明。福音派から期待されるが、政
教分離を徹底し、人種差別反対、中東和平など、福音派・
原理主義者を失望させる政策を展開

＊ジェリー・ファルウェル（テレビ伝道師）人種隔離政策
を擁護して

カーター大統領を批判。公民権運動を否定。モラル・マ
ジョリティ運動



第二次世界大戦後のアメリカ③

ロナルド・レーガン（共和党）…保守革命。モラル・マ
ジョリティ運動の支持を受ける。カーターのリベラルな政
策を覆す。人種隔離、人工中絶禁止。

ジョージ・W・ブッシュ（共和党）…ネオコン（ネオ・コン
サーバティブ）と呼ばれるキリスト教右派の支持を受ける。

2001年9月11日の同時多発攻撃に対して、アフガニスタン侵
攻と

イラク侵攻を実行。フランクリン・グラハムの「サマリタ
ンズ・パース」などが中東で布教。



小説・映画『レフト・ビハインド』
＊1995年（小説）、2014（映画）

＊イスラエルは突如ロシアの攻撃を受ける
が、神の力によって超自然的に守られる。
その後反キリストと目されるルーマニアの
指導者と7年間の契約を結び、保護される。
3年半後にルーマニアの指導者は再建され
たユダヤ教の神殿で豚を献げ、神殿を穢す。
イラクに首都ニューバビロンを建設し、大
軍勢を率いてイスラエルに侵攻。イスラエ
ル北部のメギドで始まる最終戦争でルーマ
ニアの軍勢はイエスの再臨によって殲滅さ
れ、これを見たユダヤ人はついにイエスを
信じるようになる。

＊映画は、「携挙(rapture)」のみをスリ
ラー風に扱っている。



ハル・リンゼイの『今は亡き大いなる
地球』

ロシア（ソ連）がイスラエルを攻撃
復活したローマ帝国（欧州連合）がロシアに核戦争をし
かける。
アメリカはこの西側勢力と共にロシアと戦う。
最後に中国が登場。西側勢力と中国は「ハルマゲドン」
に終結。
最終戦争は世界に広がり、世界の大都市は滅亡する。
イエスが生身の姿で地上に再臨。
ロシアが滅びた時、ユダヤ人はイエスを信じ、ユダヤ人
全体が回心する。

1000万部以上販売！！



トランプ政権と閣僚など

国防長官ピート・ヘグセス…米軍の中でシオニスト的言説
を広めている。　

信仰局局長ポーラ・ホワイト…テレビ伝道師、繁栄の神学
を信奉し、ローマ教皇やマリアン・バディ主教などを攻撃
している。

シャレード・クシュナー…トランプの娘婿。第1次トランプ
政権では上級顧問。最近では、トランプによる「和平特使」
任命。ユダヤ系。イスラエル国家の利益を代弁している。



現代世界と日本におけるキリスト教シオ
ニズム

エルサレムの国際キリスト教大使館

CUFI（Christians United for Israel)…2006年にヘイギーが創立

キリストの幕屋、ヤマト・ユダヤ友好協会→参政党・神谷宗幣

BFP（ブリッジズ・フォー・ピース日本支部）

オリーブの会（単立イエス・キリスト本巣教会）岐阜市長

中川健一（ハーベスト・タイム）

小林拓馬（クラウド・チャーチ）

日本イスラエル・クリスチャン交流会（日本会議も参加）

金子通仁（維新・参議院議員・グッドサマリタン教会牧師）

（キリスト教シオニストとその団体は、1億人を超えるアメリカ人クリスチャ
ンと

10万人以上の牧師につながっており、450億円を超える年間予算を有する

聖公会・塚田重太郎司祭）



BFPの『オリーブライフ』付録のパンフ
レット
『ライオンの雄叫び作戦』



パレスチナのクリスチャンの呼びかけ

どのような教会があるのか➀
今日パレスチナとイスラエルに住んでいるパレスチナ人キ
リスト者の歴史は、紀元1世紀に遡る。イエス・キリストの
復活の後、聖霊が降り、教会がペンテコステの日に誕生し
た。

使徒言行録の筆者ルカは、キリストの福音がいかにしてエ
ルサレムから始まって世界に広まったかを示そうとしてい
る。

エルサレム・中東聖公会エルサレム教区主教リア・アブ・
エル＝アサール主教の発言。「われわれのキリスト教信仰
は紀元33年に遡る。」



パレスチナのキリスト教会②

2009年12月に発表された『カイロス・パレスチナ文書』 に
代表が署名した諸教会

ギリシア正教会／ラテン(ローマ･カトリック)教会／アルメ
ニア正教会／コプト教会／シリア正教会／マロン派教会／
エチオピア正教会／ギリシア・カトリック教会／シリア・
カトリック教会／ルーテル教会／聖公会／アルメニア・カ
トリック教会

2025年11月にカイロス・パレスチナ第二文書『真実の時ー
ジェノサイドの時代における信仰』を発表



カイロス・パレスチナ文書における現
地のクリスチャンの叫び➀

＊私たちは今、世界の目の前で進行しているジェノサイド、民族
浄化、そして強制移住の時代を生きている。私たちは、真理に対
する姿勢と、基本的な宗教的・神学的・道徳的原則への責任を新
たにする。

＊シオニストが私たちに企てていることは、追放、殺戮、屈服で
ある。ガザに対するジェノサイド戦争は、パレスチナ人をすべて
追い出して、パレスチナ全土を掌握しようとする彼らの計画の一
部である。

＊イスラエルは、数十年にわたって、アパルトヘイト 、入植植
民地主義、政治的抑圧、そして二国家解決を含むあらゆる政治的
解決の可能性を意図的に破るという政策を行った後にこのジェノ
サイドを実行した。



カイロス・パレスチナ文書における現
地のクリスチャンの叫び②

＊入植者植民地主義は、過去であれ現在であれ、ジェノサ
イド、民族浄化、そして先住民の強制的な移動の上に築か
れており、これらすべては土地・資源・富を利用して入植
者の利益を得るために行われている。

＊イスラエルは同盟国による計画的な支援のもと、地域の
多くの国々を攻撃し、それらの国家主権と国民の主権を侵
害し、国際法を無視し、攻撃的かつ横暴な国家になってい
る。これにより、中東はもとより世界全体が破滅の瀬戸際
に追い込まれている。



カイロス・パレスチナ文書における現
地のクリスチャンの叫び③
＊私たちは世界の諸教会に、イスラエルが国際法に従い、正義と
平和の原則を遵守するまで、彼らを孤立させ、責任を取らせ、制
裁を課し、ボイコットし、そして武器の輸出を禁止するように、
それぞれの政府に圧力をかけるようにくり返しかつ強く訴える。
＊キリスト者の連帯とは、現地の教会の揺るぎない姿に寄り添い、
それを支え、その地の信者たちの不屈の心を力づけ、現場で信仰
に基づく人道的使命を体現する教会やキリスト教諸団体を力づけ
ることを意味する。今日、私たちは世界中のキリスト者に対し、
聖地のキリスト者に行われている包囲を打破するよう、現地の
「生ける石」を訪れ、見たことを証し、応答し、パレスチナ人、
そしてその中のキリスト教徒パレスチナ人の揺るぎなさを強化す
る手助けをするよう、改めて訴える。



キリスト教シオニズムに反対する宣言
（別紙）
元呼びかけ人
有住航（日本基督教団下落合教会牧師）
岩城聰（日本聖公会大阪教区司祭）
大宮有博（関西学院大学教授）
金子由佳（立教大学兼任講師）
金城美幸（名古屋学院大学講師）
原田雅樹（関西学院大学教授）
役重善洋（同志社大学嘱託研究員）



信仰を守るたたかい

富と力を振りかざす現代
の十字軍

白人と「ユダヤ人」のみ
が選民

終末前に善と悪の最終戦
争

弱く、虐げられている者を特に愛
される神
愛と平和の神

すべての人々を愛する神

それぞれの現在における生き方
＋社会正義（主の祈り）愛に基づ
く共同体

十字架と復活、希望のメッセージ



参考図書


